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今、学校が大ピンチ！ 

「教員不足」深刻化、採用試験応募者減少止まらず 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面紹介  

◇  学校技能労務職員採用試験出願開始 

◇ 近ブロカリキュラム編成講座案内 

◇ 2023人勧期署名行動 他 
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６
月
12
日
（
月
）、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
「
令
和

５
年
度
兵
庫
県
『
教
員
不
足
』
に
関
す
る
調
査
結
果
」

を
記
者
発
表
し
ま
し
た
。 

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
神
戸
市
を
除
く
県
内
公
立
学

校
（
小
・
中
・
高
・
特
別
支
援
）
の
２
０
２
３
年
５
月

１
日
の
教
員
不
足
の
状
況
は
左
の
表
の
と
お
り
で
、
総

計
で
１
６
４
人
、
全
て
の
校
種
で
前
年
度
よ
り
増
加
し

て
い
ま
す
。
同
じ
く
、
６
月
８
日
（
木
）
に
公
表
さ
れ

た
「
令
和
６
年
度
兵
庫
県
公
立
学
校
教
員
採
用
候
補
者

選
考
試
験
の
応
募
状
況
」
に
お
い
て
も
、
全
て
の
区
分

で
志
願
者
は
昨
年
度
か
ら
減
少
し
て
い
ま
す
。 

県
教
委
は
教
員
不
足
の
要
因
と
し
て
「
①
産
休
・
育

休
取
得
者
の
増
加
や
、
特
別
支
援
学
級
の
見
込
み
以
上

の
増
加
な
ど
に
伴
う
臨
時
講
師
等
の
需
要
増
、
②
近
年

の
大
量
退
職
に
伴
う
大
量
採
用
に
よ
る
臨
時
講
師
等

の
登
録
者
の
減
少
等
が
挙
げ
ら
れ
る
」
と
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
に
教
員
の
過
酷
な
勤
務
実
態
が
一
向
に

改
善
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
最
大
の
要
因
で
す
。 

４
月
に
公
表
さ
れ
た
「
文
科
省
教
員
勤
務
実
態
調

査
」
速
報
値
で
は
、
２
０
１
９
年
の
給
特
法
改
正
で
策

定
さ
れ
た
「
上
限
指
針
」
が
遵
守
さ
れ
て
お
ら
ず
、
教

職
員
の
長
時
間
労
働
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
改
善
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
兵
庫
県

教
育
委
員
会
が
４
月
に

公
表
し
た
勤
務
実
態
調

査
の
結
果
で
も
同
様
の

傾
向
が
み
ら
れ
、
全
校

種
平
均
の
一
月
あ
た
り

の
超
勤
時
間
は
「
上
限

指
針
」
を
上
回
っ
て
い

る
状
態
で
す
。 

教
員
不
足
の
解
消
に

は
、
多
く
の
教
員
が
過

労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る

働
き
方
を
強
い
ら
れ
て

い
る
状
況
を
改
善
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

で
す
。 

５
月
に
は
、
文
科
大
臣
よ
り
中
教
審
に
「『
令
和
の

日
本
型
学
校
教
育
』
を
担
う
質
の
高
い
教
師
の
確
保
の

た
め
の
環
境
整
備
に
関
す
る
総
合
的
な
方
策
に
つ
い

て
」
が
諮
問
さ
れ
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
「
質
の
高
い

教
師
の
確
保
特
別
部
会
」
が
今
月
中
に
議
論
を
開
始
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
民
党
の
「
令
和
の
教

育
人
財
確
保
に
関
す
る
特
命
委
員
会
」（
委
員
長
は
萩

生
田
光
一
政
調
会
長
）
で
は
、
５
月
に
「
令
和
の
教
育

委
人
材
確
保
実
現
プ
ラ
ン
（
提
言
）」
を
ま
と
め
て
い

ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
中
学
校
35
人
学
級
の
実

現
や
全
て
の
教
員
の
時
間
外
在
校
等
時
間
を
月
20
時

間
程
度
と
す
る
目
標
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、「
定

額
働
か
せ
放
題
」
と
揶
揄
さ
れ
る
給
特
法
の
枠
組
み
に

は
手
を
付
け
ず
、
教
職
調
整
額
を
少
な
く
と
も
10
％

以
上
に
増
額
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
学
級
担
任
手
当

等
の
創
設
な
ど
に
も
言
及
す
る
内
容
で
す
。
時
間
外
在

校
等
時
間
の
月
目
標
を
示
し
た
も
の
の
、
そ
の
目
標
を

実
現
す
る
た
め
の
法
制
的
な
し
く
み
や
具
体
的
方
策
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
に
つ
い
て
は
何
ら
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
到
底
実
効
性
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

教
職
調
整
額
を
10
％
に
引
き
上
げ
た
と
し
て
も
、
実

際
の
超
過
勤
務
時
間
に
は
全
く
見
合
い
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
、
こ
の
よ
う
な
小
手
先
の
対
応
で
「
教
員
の
働
き
方

改
革
」
を
幕
引
き
す
る
よ
う
で
は
、
根
本
的
な
問
題
は

何
ら
解
決
せ
ず
、
日
本
の
公
教
育
の
持
続
可
能
性
は
担

保
さ
れ
ま
せ
ん
。 

こ
れ
に
対
し
、
立
憲
民
主
党
は
６
月
２
日
、「
給
特

法
廃
止
・
教
職
員
の
働
き
方
改
革
促
進
法
案
」
を
衆
議

院
に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
法
案
で
は
、「
給
特
法
の

廃
止
を
含
め
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
お
こ
な
う
」「
公

立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
の
標
準
及
び
教
職

員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
事
項
、
外
部
人
材
の
確
保
及

び
資
質
の
向
上
・
外
部
人
材
と
公
立
学
校
の
教
育
職
員

と
の
適
切
な
役
割
分
担
及
び
相
互
の
連
携
協
力
の
確

保
に
関
す
る
事
項
等
に
つ
い
て
、
必
要
な
法
制
上
の
措

置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
」「
公
立
学
校
の
教
育
職

員
が
本
来
担
う
べ
き
業
務
の
範
囲
を
明
確
化
す
る
こ

と
」「
人
材
確
保
法
の
趣
旨
及
び
教
育
職
員
の
職
責
の

重
要
性
、
求
め
ら
れ
る
高
度
の
専
門
性
及
び
勤
務
形
態

を
勘
案
し
、
公
立
学
校
の
教
育
職
員
に
つ
い
て
、
給
与

等
に
関
す
る
適
切
な
処
遇
の
確
保
が
図
ら
れ
る
こ
と
」

等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

学
校
を
だ
れ
も
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
に
す
る
た
め
に
は
、
教
職
員
の
命
と
健
康
を
守
る
実

効
あ
る
学
校
の
働
き
方
改
革
を
す
す
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
働
き
方
改
革
を
含
め
た
持
続
可
能
な
学
校
の

あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
る
現
在
、
す
べ
て
の
組

合
員
が
参
加
す
る
と
り
く
み
に
よ
り
現
場
の
声
を
中

教
審
や
国
に
届
け
る
こ
と
に
加
え
、
世
論
喚
起
が
不
可

欠
で
す
。
兵
高
教
は
兵
教
組
と
と
も
に
、
６
月
25
日

に
神
戸
新
聞
に
意
見
広
告
を
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
７

月
に
開
催
さ
れ
る
「『
今
、
学
校
が
大
ピ
ン
チ
！
』
日

教
組
働
き
方
改
革
中
央
集
会
」（
左
記
参
照
）
に
参
加

す
る
な
ど
、
と
り
く
み
を
す
す
め
ま
す
。 

 

「今、学校が大ピンチ！」 

日教組働き方改革中央集会 
 
と き：７月 27 日（木）11:00～12:30 

 
ところ：全電通労働会館ホール 

    （〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台３丁目６） 
 
 ※前日７月 26 日（水）に行われる「公務員連絡会 2023 人勧期 7.26

中央行動」から引き続いての参加を原則とします。詳細は書記局にお

問い合わせください。 
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兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

 ６月 14 日（水）、兵庫県教育委員会・総務課は「令和６年度兵庫県立技能労務職員採用候補者選考試験」実施要項を公表し、出

願が始まりました。出願期間は７月３日（月）17時までとなっています。 

 兵高教が長年要求を続けてきた学校技能労務職員の正規職員採用再開が、いよいよ実際にスタートします。昨年度採用再開が実

現した普通科実習教員・寄宿舎指導員の受験資格が 45歳までとされていることから年齢制限についての懸念がありましたが、教員

と同じく定年退職年齢前まで（採用時点で 62歳以下）とすることができました。 

 出願後のスケジュールは以下の通りです。組合員の受験者サポートについては、ご相談ください。 

 

２０２４年度 兵庫県立学校技能労務職員・採用候補者選考試験出願開始 

兵庫県教育委員会総務課 採用情報はこちら → https://www2.hyogo-c.ed.jp/hpe/somu/r6girousaiyo 

記念講演のみ、分科会のみのご参加でもかまいません。 

託児もできます。近畿ブロックのなかまと、ともに学び、

交流してみませんか。 

詳細は書記局にお問い合わせください。 

日教組・兵高教公式 LINE の登録を！ 
 

日教組および兵高教では、それぞれ LINE

による情報発信を行っています。 

ぜひご登録をお願いします。 

 

 

 

 

 

 日本教職員組合        兵高教 


